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はじめに 
 本書は、株式会社ジェイアール総研エンジニアリングが開発した「設計計算書作成支

援システム」（Docu-SEⓇ）中の「複数検討作業処理ツール【Batch】」の使用方法につい

て説明したものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本プログラムをご使用の際には、下記に示す注意事項をお読み頂くようお願いいたし

ます。 

１．本ソフトウェアならびにマニュアルの一部または全部について、無断で使用・

複製することはできません。 

２．ソフトウェアならびにマニュアルは、使用許諾契約書のもとでのみ使用できま

す。 

３．本ソフトウェアならびにマニュアルは、いかなる場合においても損害、費用、

派生損害、間接損害または利益の喪失につき、購入者に対して賠償する責を負

わず、懲罰的損害賠償も行わないものとします。 

４．本書の記載内容は予告なく変更されることがあります。  
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第１章 Ｄｏｃｕ－ＳＥの概要 
 

１.１ 特徴 

「設計計算書作成支援システム（Docu-SE）」は、JRSNAP の解析結果を取り込み、設

計成果になる各種の帳票を効率良く整理し、設計計算書の作成を支援するツールで

す。特に、複数検討作業に適用した場合は、重複する入力データを最小限に減らした

うえ、人工的に行うピックアップ作業を自動化することによって、設計作業の効率性

を大幅に向上することができます。  

本システムは、「複数検討作業処理ツール（Batch）」と「詳細計算書作成ツール

（Detail）」から構成されます。Batch は複数検討作業における支援ツールです。その特

徴として、JRSNAP と連携してシンプルなデータ入力で、様々な検討ケースの地震時に

おける構造物の応答値を算出し、部材や基礎の照査を効率的に行うことができます。

Detail は詳細計算書の作成を支援するツールとして、JRSNAP および各オプションツー

ルからの各種の帳票や図化結果を編集・整理し、一括で出力することができます。  

なお、本システムの販売版は JRSNAP の「Ver.5.1-L03」から公開し、JRSNAP のバー

ジョンアップに合わせて更新しています。  

 

１.２ システムの全体構成 

JRSNAP との連携を設定するために、本プログラムが初期起動する際に、図１-１の

画面が表示され、ユーザー様が JRSNAP のインストール先のフォルダを指定してくだ

さい。2 回目以後の起動は、この画面が表示しません。  

設計計算書作成支援システム（Docu-SE）を起動すると、図１-２のメイン画面が起

動します。  

【画面説明】  

 
図１-１ JRSNAP のインストール先フォルダ指定 
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（１） Batch ボタンで、複数検討作業処理ツール（Batch）が起動します。 

（２） Detail ボタンで、詳細計算書作成ツール（Detail）が起動します。 

（３） ホームページボタンで、株式会社ジェイアール総研エンジニアリングのホーム

ページが表示されます。 

（４） メニュー：終了でメイン画面が終了します。 

（５） メニュー：実行-Batch で、Batch が起動します。 

     実行 -Detail で、Detail が起動します。  

 

（６） メニュー：設定-JRSNAP フォルダ設定 

・JRSNAP フォルダ設定で、JRSNAP のインストール先フォルダを指定します。  

メニュー：設定 -JRSNAP 側に Docu-SE 使用許可（チェック）  

 
図１-２ 設計計算書作成支援システム（Docu-SE）のメイン画面の構成 

 
図１-３ メニュー：実行 

 

図１-４ メニュー：設定 
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・JRSNAP側に Docu-SE使用許可を取ります。 チェックがあると、JRSNAP側で Docu-

SE 用連携ファイルを作成できます。  

（７） メニュー：ヘルプで各ツールの操作説明書およびバージョン情報が表示されま

す。 

（８） アンインストール前の設定 

Docu-SE をアンインストールする前に、必ず図１-４の設定メニューの「JRSNAP 側

に Docu-SE 使用許可」のチェックを外して、使用許可を解除してからアンインストー

ルしてください。チェックをしたままだと、JRSNAP 側に Docu-SE の使用許可の情報が

残ってしまいます。  

 

  

 

図１-５ メニュー：ヘルプ 
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１.３ 「Ｄｅｔａｉｌ」と「Ｂａｔｃｈ」 

設計業務の内容に応じて、「複数検討作業処理ツール（Batch）」と「詳細計算書作成

ツール（Detail）」を使い分けることが可能です。本書では、「Batch」について説明を行

います。「Detail」に関する説明は、別冊を参照してください。  

 

１.４ 稼働環境 

本プログラムの稼動環境は以下の通りです。  

（１） 本体 

a） Operating System(OS) 

① Windows®7、Windows®8、Windows® 10（タブレットモードを除く） 

② .NET Framework Ver4 以上 

b） Central Processing Unit(CPU) 

1GHz または同等クラス以上 (2GHz 以上を推奨 ) 

c） 必要空きメモリー 

1GB(2GB 以上を推奨 ) 

（２） ディスプレイ 

解像度 1024×768 ピクセルで 256 色以上を表示できるもの（解像度 1280×1024 ピク

セルを推奨します）。  

（３） プリンター 

上記 Operating System 環境で動作可能な機種  

 

®：Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登

録商標  
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第２章 Ｂａｔｃｈの操作 
 

２.１ Ｂａｔｃｈの画面 

Docu-SE のメイン画面の Batch ボタンをクリックすると、図２-１の画面が表示され

ます。  

 

【画面説明】 

ファイル（F）メニューの｢開く｣メニューをクリックで、拡張名 xml のファイル選択

ダイアログが表示され、入力データを選択します（図２-２）。  

 

図２-１ 複数検討作業処理ツール（Batch）メイン画面 

 

図２-２ JRNSAP のファイルを開く画面 
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２.２ ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定 

本ツールは、複数の JRSNAP の解析ケースを一括で設定したうえ、バッチ解析機能

を利用することによって、解析データを効率的に処理することができます。  

【画面説明】（図２-３） 

（１） JRSNAP の解析ケース設定ボタン 

□… をクリックで、拡張名 DB1 のファイル選択ダイアログが表示され、JRNSAP の解析

結果データを選択します。  

キーボードの Delete キーで登録したデータを削除します。  

既に読み込まれているＮＤＴファイルと節点番号、要素番号、断面データが一致し

ていないとエラーメッセージが表示されます。  

 

（２） 照査対象の設定 

照査対象は「２ .４部材断面の設定」の（２）とリンクしており、部材照査タイプ 1

～5 を選択します。  

全ての断面を照査対象とする場合は、空白と入力します。  

複数の断面を照査対象とする場合は、1,3,4 のように「 ,」カンマで区切って入力しま

す。  

 

（３） 耐震性能照査項目の選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-３ Batch における JRSNAP 解析ケースの設定画面 

（１） 

(２) 
(３) 
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各解析データごとに照査内容、および作成する帳票を選択します。  

 

【耐震性能照査項目説明】（図２-３画面） 

①  復旧性 L2 地震動の照査  

復旧性 L2 地震動の応答値に対して照査を行います。  

 

②  安全性 L2 地震動の照査  

安全性 L2 地震動の応答値に対して照査を行います。  

 

③  損傷レベルの照査  

図２-３画面の右上の「（２）照査対象」の部材に対して損傷レベルの照査を行い

ます。  

①と②両方にチェックがある場合は、①と②の厳しい方の照査結果が出力されま

す。  

 

④  破壊形態の検討  

図２-３画面の右上の「（２）照査対象」の部材に対して破壊形態の検討を行いま

す。  

要素が曲げ耐力 (Mm)に達する時のせん断力 (Vmu)を応答値として照査します。  

①と②両方にチェックがある場合は、①と②の厳しい方の照査結果が出力されま

す。  

 

⑤  せん断耐力の照査  

図２-３画面の右上の「（２）照査対象」の部材に対してせん断耐力の照査を行

います。  

応答ステップに至るまでの最大設計せん断力 (Vdmax)を応答値として照査しま

す。  

①と②両方にチェックがある場合は、①と②の厳しい方の照査結果が出力されま

す。  

 

⑥  L1 地震動の照査  

復旧性 L1 地震動の照査を行います。  

 

⑦  基礎の安定照査  

基礎の安定の照査を行います。  

 

⑧  杭の段落し図作成  

杭の抵抗モーメント図の作成を行います。  
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⑨  断面力ピックアップファイルの作成  

断面力ピックアップファイルの作成を行います。  

 

注：上記①～⑦の耐震性能照査や検討結果は、各解析ケースにおける全ステップを

対象にピックアップした照査値の中の最も厳しいものを表示しています。  
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２.３ 照査パラメータの設定 

変位増分解析による応答値を求めるためのデータ設定を行います。  

本設定では、対象構造物の近傍に Mw＞7.0 の震源エリアがなく、基盤以下の地盤に

よる地震動の著しい増幅は想定されないことを前提とします。  

【画面説明】 

（１） 着目節点番号 

荷重～変位曲線を描く着目節点番号を入力します。  

構造物全体系の折れ曲がり点を降伏点とします。  

 

（２） 液状化強度 PL 

液状化の解析ケースである場合はここにチェックを入れてください。  

液状化の解析ケースにおいては、地域別係数は考慮しません。  

 

（３） 地域別 

地域別係数（A 地域：1.00，B 地域：0.85，C 地域：0.70）を選択します。  

 

（４） 地盤区分 

G0 地盤～G5 地盤から選択します。  

  

（１） 

（３） 

（２） 

（４） 

（５）

（６） 

（７） 

（８） 

（９） 
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（５） M6.5 以上の震源エリアの存在 

M6.5 以上の震源エリアの存在（存在しない・存在する・不明）を選択します。  

 

（６） 設計地震動の低減係数α 

規模・距離による低減係数を入力します。（規模および距離の低減を行うとき）  

 

（７） スペクトル 

所要降伏震度スペクトルを指定します。  

 

（８） 応答塑性率の直接入力 

「（４）地盤区分」に示すような既定の所要降伏震度スペクトルを使用しない場合 ,

図２ -５のように任意の応答塑性率の直接入力ができます。応答塑性率の直接入力画

面が計算実行の途中で現れ、ケース毎の塑性率を入力してください。  

また、本機能を使用する場合、L1 地震動に対する応答値の算定を省略します。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-５ 応答塑性率の直接入力 

任意の塑性率を入力し、入力した塑性率で応答値を決定します。  
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（９） 地盤の不整形性の影響を考慮した地震動の補正係数（体験版） 

不整形地盤の影響を考慮するために、耐震標準「7.3.4.5 液状化の可能性がある場

合および不整形地盤の場合」に示されている地震動の補正係数η (x)を算出して、以

下のように設計を行う。  

L2 地震では、耐震設計上使われている所要降伏震度スペクトルの簡易補正法に基

づいて、所要降伏震度を補正係数η 2(x)で除する（η 2：L2 地震用補正係数）。  

L1 地震では、弾性加速度応答スペクトルに補正係数η 1(x)を乗じる（η 1：L1 地震

用補正係数）。  

 

  具体的な手順  

  ①耐震標準に記載されているη 1(x)とη 2(x)を算出する。  

  ②プッシュオーバー解析で、対象構造物の降伏震度 kheq と降伏変位δeq を算出す

る。  

  ③L2 地震時は、降伏震度 kheq をη 2で除した結果 kheqη 2を補正降伏震度とする。  

   例）  

   不整形地盤の係数     η 2(x) ＝ 1.155 

   L2 地震時補正降伏震度   kheqη 2＝ 0.474／1.155 ＝0.410 

  ④降伏震度 kheq と降伏変位δeq を用いて、等価固有周期 Teq を算出する。  

  ⑤補正降伏震度 kheqη 2と Teq を用いて所要降伏震度スペクトルより、補正された応

答塑性率を算出する。  

  ⑥上記の補正応答塑性率と降伏変位δeq を用いて、設計応答変位を算出する。  

  ⑦L1 地震時は、「初降伏震度 Khy＞KhL1(弾性応答震度 )×η 1」により照査し、L2 地

震時は⑥で算出した補正応答変位を用いて通常設計と同様の手法により照査を行

う。  

   例）  

   不整形地盤の係数      η 1(x) ＝ 1.131 

   L1 地震時補正設計震度   KhL1×η 1 ＝ 0.357× 1.131 ＝  0.404 
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２.４ 部材断面の設定 

部材断面の制限値に関する設定を行います。本機能では、JRSNAP 中の MF カード

（固定値入力による非線形特性設定）を含むデータに対応しています。  

 

 

【画面説明】 

（１） 部材タイトル、復旧性 L2 の制限値、安全性 L2 の制限値 

部材照査タイプ 1～5 に対して、損傷レベルの制限値を入力します。  

 

（２） 部材照査タイプ 

部材 DL カードに入力された断面に対して、「（１）部材照査タイプ」を割り当てま

す。  

図２ -６の例の場合、「断面番号（DL 番号）１ 上層梁１」断面は、損傷レベルの

制限値を「２」としています。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-６ 部材断面の設定画面 

（１） 

（２） （３） （４） 
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部材照査タイプについての詳細説明： 

応答値を求める際、初期降伏部材が上部構造物か、基礎構造物か、もしくは抗土

圧構造物であるかによって、図２ -７に示すように適用する所要降伏震度スペクト

ルが異なります。  

 

初期降伏部材が、部材照査タイプ 4 に設定された部材の場合は、基礎構造物の所

要降伏震度スペクトルを適用し応答値を求めます。  

初期降伏部材が、部材照査タイプ 5 設定された部材の場合は、抗土圧構造物の所

要降伏震度スペクトルを適用し応答値を求めます。  

上記以外の場合は、上部構造物の所要降伏震度スペクトルを適用し応答値を求め

ます。  

 

所要降伏震度スペクトルの選定において、S 系か、RC・SRC・CFT 系かの判断

は、初期降伏部材の断面情報から判断しますので、ここでは入力する必要はありま

せん。  

 

  

 
 

上部構造物（RC・SRC・CFT 系）  基礎構造物（杭・ケーソン等）  

 

 

抗土圧橋台（RC 壁体・杭基礎）   

図２-７ 所要降伏震度スペクトル種類の例 
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（３） せん断スパン 

Ｍ -φ部材としてモデル化された断面に対してせん断スパンを考慮したせん断耐力

を算定する場合は、せん断スパン (mm)を入力します。  

 

（４） せん断耐力の算定式 

異なる基準類によるせん断耐力の算定式を下記の①~⓹の中から選択します。  

 

①標準せん断耐力【コンクリート標準】  

通常Ｍ -φ部材のせん断耐力 (Vyd)は、JRSNAP の解析結果から取得します。  

ただし、  

・断面が、RC 矩形・RC 円形・RC のＴ形・RC 小判形断面で、  

・Ｍ -φ部材において「（３）せん断スパン」の入力があり、かつ、  

・せん断スパン比  「La/d ＜  2.0」  の場合は、  

【コンクリート標準】 (式 7.2.8)に準拠したせん断圧縮破壊耐力 (Vdd)を別途計算

し、設計せん断耐力とします。  

●注：【コンクリート標準】⇒「鉄道構造物等設計標準・同解説 コンクリート構

造物」 (鉄道総合技術研究所編、平成 16 年 4 月 ) 

 

②逆対象曲げ【耐震照査の手引き】（体験版）  

・断面が、RC 矩形・RC 円形・RC のＴ形・RC 小判形断面で、  

・Ｍ -φ部材において「（３）せん断スパン」の入力があり、かつ、  

・せん断スパン比  「La/d ＜  2.0」  の場合は、  

【耐震照査の手引き】 (8.1)に準拠した逆対称曲げモーメントが作用する場合のせん

断耐力を別途計算し、設計せん断耐力とします。  

●注：【耐震照査の手引き】⇒「鉄道構造物等設計標準・同解説 耐震設計（平成

24 年版） 橋梁および高架橋耐震照査の手引き」（鉄道総合技術研究所編集・発

行、平成 29 年 3 月）  

 

③JR 東日本【RC マニュアル】（体験版）  

・断面が、RC 矩形・RC 円形・RC のＴ形・RC 小判形断面で、  

・Ｍ -φ部材において「（３）せん断スパン」の入力があり、かつ、  

・せん断スパン比  「La/d ＜  2.0」  の場合は、  

JR 東日本【RC マニュアル】 (7.2.3.2)に準拠したせん断耐力を別途計算し、設計せ

ん断耐力とします。  

●注：JR 東日本【RC マニュアル】⇒「設計マニュアル Ⅱ  コンクリート構造物

編（2004 年制定、2015 年改訂）」（東日本旅客鉄道株式会社 構造技術センター

編集）  
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④整備新幹線【設計内規】梁部材（体験版）  

・断面が、RC 矩形・RC 円形・RC のＴ形・RC 小判形断面で、  

・Ｍ -φ部材において「（３）せん断スパン」の入力があり、かつ、  

・せん断スパン比  「1.0 ≦  La/d ＜  2.0」  の場合は、  

「整備新幹線【設計内規】梁部材」（2.4（3））に準拠したせん断耐力を別途計算

し、設計せん断耐力とします。  

●注：整備新幹線【設計内規】⇒「整備新幹線設計内規（コンクリート構造物）

（平成 25 年改訂）」（鉄道建設・運輸施設整備支援機構 設計技術部設計技術第

一課編集）  

 

⓹整備新幹線【設計内規】柱部材（体験版）  

・断面が、RC 矩形・RC 円形・RC のＴ形・RC 小判形断面で、  

・Ｍ -φ部材において「（３）せん断スパン」の入力があり、かつ、  

・せん断スパン比  1.0 ≦  La/d ＜  2.0 の場合は、  

「整備新幹線【設計内規】柱部材」（2.4（3））に準拠したせん断耐力を別途計算

し、設計せん断耐力とします。  
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２.５ 基礎の選択・設定 

基礎の安定照査に関する設定を行います。  

【画面説明】 

（１） 照査一覧 

図２-９のように制限値の異なる杭１、杭２、および直接基礎１が混在する場合「*New」

をクリックすれば複数種の条件を入力できます。  

基礎の安定の照査は、入力された各基礎に対して、それぞれの安定を照査します。  

（２） 基礎形式の選択 

基礎の画面では、杭基礎と直接基礎の 2 種類プルダウンから選択できます。また、

「連携ファイル選択」ボタンで、Soil-JR で算出した拡張名 sdr のファイルを選択しま

す。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-８ 基礎の選択・設定画面  

杭１ 杭２ 

直接基礎１ 

杭１ 
 

図２-９ 複数種の基礎の例 

（２） 

（１） 
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２.５.１ 杭基礎の場合 

杭基礎の安定照査に関する設定を行います。  

【画面説明】 

（１） 制限値 

Soil-JR の連携ファイルを使用しない場合、復旧性 L1 地震動、復旧性 L2 地震動、安

全性 L2 地震動、液状化 L1 地震動、液状化 L2 地震動の安定照査の制限値を手動で入力

します。応答値は、（３）で入力する奥行部材本数で除した値に対して照査しますの

で、制限値は、杭１本当りの制限値を入力してください。  

 

（２） 変位照査位置 

変位の着目節点番号を入力します。  

 

（３） 反力照査位置 

杭頭反力の着目要素番号と奥行杭本数を入力します。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１０ 杭基礎の設定画面 

（１） 

（２）

（３）

（４） 
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（４） 連携ファイル選択 

Soil-JR の連携ファイル sdr ファイルから制限値を取得する場合は、連携ファイル選

択ボタンをクリックします。  

 

連携ファイル選択ウィンドウが開きますので、連携する sdr ファイルを選択し「開

く」をクリックします。  

 

連携する sdr ファイルの情報から「橋軸方向」か「直角方向」のどちらの情報を取得

するか選択し「ＯＫ」をクリックします。  

  

 

図２-１１ 連携ファイルの選択画面 

 
図２-１２ 連携ファイルの設定画面 
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２.５.２ 直接基礎の場合 

直接基礎の安定照査に関する設定を行います。  

【画面説明】 

（１） 制限値 

復旧性 L1 地震動、復旧性 L2 地震動、安全性 L2 地震動の安定照査の制限値を入力し

ます。空白部分の入力は、JRSNAP の情報を自動で取得します。  

 

（２） 変位照査位置 

変位の着目節点番号を入力します。  

 

注：直接基礎の場合、連携ファイルを選択する必要がありません。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１３ 直接基礎の設定画面 

（１） 

（２） 
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（１） 

（２） 

（３） 

２.６ 杭の段落しの設定 

杭の段落しに関する設定を行います。  

杭の断面が、RC 円形断面であることを前提として使用します  

【画面説明】 

（１） RC 円形断面諸元 

杭鉄筋段落し後の鉄筋情報を入力します。  

 

（２） 部材番号 

杭の抵抗モーメントを作図する対象の要素番号と奥行杭本数を入力します。  

 

（３） RC 円形断面定着長 

杭頭定着長、継手低減係数、段落し定着長、継ぎ手を設けない範囲を入力します。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１４ 杭の段落しの設定画面 
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２.７ 計算実行 

出力形式の選択と計算実行操作を行います。  

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

【画面説明】 

（１） 出力形式 

設計総括表は、標準スタイルとカスタムスタイルの２種類の帳票出力ができます。

両者の相違について、「３ .２ .２設計総括表」を参照してください。  

 

（２） 結果詳細 

下表の帳票を出力します。最も処理時間の掛かる操作ボタンです。  

節番号  項目  
3.1.1 荷重～変位曲線  
3.1.2 各種類の図  
3.1.3 部材照査結果表  
3.1.4 安定照査結果表  
3.2.1 応答値一覧表  
3.2.2 設計総括表  
3.2.3 安全度一覧表  
3.2.4 部材損傷位置図  
3.2.5 安定照査結果表  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１５ 計算実行画面 

（１） （２） 

（３） 

（４） 

（５）

（６） 

（７） 
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（３） 結果概要 

下表の帳票を出力します。  

節番号  項目  
3.1.1 荷重～変位曲線  
3.1.2 各種類の図  
3.1.4 安定照査結果表  
3.2.1 応答値一覧表  
3.2.2 設計総括表  
3.2.3 安全度一覧表  
3.2.4 部材損傷位置図  
3.2.5 安定照査結果表  

 

（４） 総括表のみ 

下表の帳票を出力します。  

総括表を表示するプレビュー画面が開きます。  

帳票は EXCEL ファイルとして出力可能です。  

節番号  項目  
3.2.1 応答値一覧表  
3.2.2 設計総括表  
3.2.3 安全度一覧表  
3.2.4 部材損傷位置図  
3.2.5 安定照査結果表  

 

（５） 杭の段落し図 

下表の帳票を出力します。  

節番号  項目  
3.1.5 杭の抵抗モーメント図  

 

（６） 断面力集計 

断面力ピックアップファイルの作成を行います。  

断面力集計処理が終わると、下図の断面力ピックアップファイルの保存画面が出

ます。ので、任意の場所にファイルを保存してください。断面力ピックアップファ

イルの詳細は「３ .３断面力ピックアップファイル」を参照してください。  

 

図２-１６ 断面力ピックアップファイルの保存画面 
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（７） 再表示 

前回表示した PDF の画面を速やかに再表示できます。本機能は（２）～（５）で

生成された PDF ファイルを対象とします。  

 

（８） エラーメッセージ 

計算実行中に、もし以下のようなエラーメッセージが出た場合、下表に示す原因

分析と対処方法を参照してください。  

項  目 内   容 

エラーメッセージ 

 

原 因 分 析 

変位増分解析において、「最終ステップでの水平変位量」の入力はそ

の構造物によって変位量が異なり、最初はある程度予測して入力する

ことになります。 

 

1. JRSNAP の解析が指定した分割数（ステップ数）以前終了してしま
った場合（構造条件によって震度がゼロまで低下したケース：図１）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 自動計算される応答変位量（δｒ）が最終載荷ステップでの水平変
位量よりも大きい場合。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対 処 方 法 
最終載荷ステップでの水平変位量を適切に設定したうえ、再び

JRSNAP の解析を行う必要があります。 
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２.８ 印刷プレビュー 

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

 

総括表を表示するプレビュー画面は Excel、PDF ファイルに保存できます。  

【画面説明】 

（１） [保存] ボタン 

ファイルの保存ダイアログが表示されます。  

下記の項目を設定してファイルに保存します。  

ファイルの種類 (Excel、PDF ファイルの選択が可能 ) 

ファイル名  

 

（２） [印刷] ボタン 

[印刷 ] ボタンをドロップダウンしてプリンターのダイアログを表示してから印

刷することが可能です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-１７ 総括表を表示するプレビュー画面 

（１） （２） 
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第３章 Ｂａｔｃｈの出力帳票 
 

Batch は JRSNAP と連携して、シンプルなデータ入力で複数の JRSNAP の解析ケース

を一括で設定し、バッチ解析を行うことができます。また、算出された各ケースの構造

物応答値、部材や基礎の照査結果に対して、効率的に抽出・整理することができます。

以下ではサンプルとして、Batch からの主な出力帳票を示す。  

 

３.１ 各ケースの解析・照査結果 

３.１.１ 荷重―変位曲線および応答値算定 

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-１ 荷重―変位曲線 

（１） 

（３） 

（４） 
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【出力内容説明】 

（１） タイトル（図３-１） 

JRSNAP 入力データのタイトルデータカードの１行目の内容が印字されます。  

 

（２） 水平震度と水平変位（図３-２） 

イベントが発生したステップの震度と状態等が表示されます（図３-３）。  

なお、イベントの数が多い場合は、各種最初のイベントのみを概要として表示

し、次ページに全てのイベントが表示されます。  

（３） L1 設計水平震度（図３-１） 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「⑥L1 地震動

の照査」にチェックが入っている解析ケースでは、L1 地震動の震度が表示されま

す。  

 

（４） L2 地震動の応答値（図３-１） 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「①復旧性 L2

地震動の照査」および「②安全性 L2 地震動の照査」にチェックが入っている解析ケ

ースでは、L2 地震動の応答値が表示されます。   

 

 

 

 

 

 

 

図３-２ 水平震度と水平変位（概要） 

 
図３-３ 水平震度と水平変位（全てのイベント） 

（２） 
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（５） 応答塑性率および最大応答変位の算定 

変位増分解析のデータの場合に下記のページが出力されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-４ 応答値の算定過程 

（６） 

（７） 

（８） 

（９） 
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（６） 構造物全体の降伏震度の算定 

 プッシュオーバー解析結果に基づき、構造物の降伏震度および等価固有周期が算

出されます。  

 

（７） 応答塑性率および最大応答変位の算定 

 所有降伏震度スペクトルが荷重 -変位曲線上適用され、応答塑性率および最大応答

変位が算出されます。  

 

（８） 復旧性を検討するための応答値の算定 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「①復旧性 L2

地震動の照査」にチェックが入っているデータの場合に出力されます。  

 

（９） L1 地震動に対する応答値の算定 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「⑥L1 地震動の

照査」にチェックが入っているデータの場合に出力されます。  
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３.１.２ 各種類の図 

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

 

３.１.２.１ 変位図 

【出力内容説明】 

（１） 青色 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「①復旧性 L2

地震動の照査」にチェックが入っているデータの場合に青色で、出力されます。  

（２） 赤色 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」の入力において、「②安全

性 L2 地震動の照査」にチェックが入っているデータの場合に赤色で、出力されま

す。  

（３） 緑色 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「⑥L1 地震動の

照査」にチェックが入っているデータの場合に緑色で、出力されます。  

  

 

図３-５ 変位図 
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３.１.２.２ モーメント図 

【出力内容説明】 

  「３ .１ .２ .１変位図」の説明と同じです。  

 

  

 

図３-６ モーメント図 
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３.１.２.３ せん断力図 

【出力内容説明】 

  「３ .１ .２ .１変位図」の説明と同じです。  

 

  

 

図３-７ せん断力図 
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３.１.２.４ 軸方向力図 

【出力内容説明】 

  「３ .１ .２ .１変位図」の説明と同じです。  

 

  

 

図３-８ 軸方向力図 
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３.１.２.５ 損傷状況図 

「復旧性 L2 地震動」、「安全性 L2 地震動」、「L1 地震動」の中の最も大きい応答ステップ

の損傷状況図を出力します。  

【出力内容説明】 

損傷レベル１の部材は、緑色；  損傷レベル２の部材は、青色；  損傷レベル３の

部材は、赤色；  損傷レベル４の部材は、黄色；  非線形部材ではない部材は灰色で

表示されます。  

  

 

図３-９ 損傷状況図 
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３.１.３ 部材照査結果表 

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

 

 

【出力内容説明】 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「③損傷レベル

の照査」、「④破壊形態の検討」、「⑤せん断耐力の照査」いずれかにチェックが入

っているデータの場合に全ての部材の照査結果を表示します。また、ここに示す

照査結果は、各解析ケースにおける全ステップを対象にピックアップした照査値

の中の最も厳しいものを表示しています。  

  

 

図３-１０ 部材照査結果表 
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３.１.４ 安定照査結果表 

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

 

【出力内容説明】 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「⑦基礎の安定

照査」にチェックが入っているデータの場合に基礎の安定照査結果を表示します。  

  

 

図３-１１ 安定照査結果表 
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３.１.５ 杭の抵抗モーメント図 

結果を表示するには、PDF ファイル閲覧ソフトが必要です。PDF ファイル閲覧ソフ

トが起動している場合は閉じてから実行してください。  

注意：杭の抵抗モーメント図における杭鉄筋段落し後の曲げ耐力は、Docu-SE で再計

算したため、JRSNAP との誤差が生じます。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-１２ 杭の抵抗モーメント図 

（１） 

（２） 
（３） 

（４） 

（５） 

（６） 

（７） 

（８）

（９） 

（１０） 
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【出力内容説明】 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）の入力」において、「⑧杭の段落し図

作成」にチェックが入っているデータの場合に全ての杭の抵抗モーメント図を表示し

ます。  

 

（１） JRSNAP 入力データのタイトルデータカードの１行目の内容が印字されます。 

（２） 「２.６杭の段落しの設定の（２）の入力」において、作図する対象の要素番号

を出力します。 

（３） 作図する対象のステップ数で、「復旧性 L2 地震動」、「安全性 L2 地震動」、「L1

地震動」の中の最も大きい応答ステップに至るまでの最大の震度ステップを出力し

ます。 

（４） 各部材の③のステップにおける損傷レベルを損傷状況図と同じ色で表示してい

ます。 

（５） 「２.６杭の段落しの設定の（１）」の杭鉄筋段落し後の鉄筋情報から曲げ耐力

を別途計算し、下式のいずれかの条件を満足する位置を算出しています。 

 

  1.5 ・Md ／  Mud ≦  1.0  ・・・・・・・・・・  式①  

  Md ／  Myd ≦  1.0     ・・・・・・・・・・  式②  

 

ここに、Md：（３）のステップにおける設計曲げモーメント  

Mud：杭鉄筋段落し後の曲げ終局耐力  

Myd：杭鉄筋段落し後の曲げ降伏耐力  

 

（６） 「２.６杭の段落しの設定の（３）」の定着長に関する継手低減係数αを考慮し

た曲げ耐力が、下式のいずれかの条件を満足する位置を算出しています。 

 

  Md ≦  α・Mud     ・・・・・・・・・・ 式③  

  Md ≦  Myd     ・・・・・・・・・・・    式④  

ここに、Md：（３）のステップにおける設計曲げモーメント  

α：継手低減係数  

Mud：各部材の曲げ終局耐力  

Myd：各部材の曲げ降伏耐力  

 

（７） 「２.６杭の段落しの設定の（３）」の「杭頭定着長」を表示しています。 

（８） 「２.６杭の段落しの設定の（３）」の「段落し定着長」を表示しています。 

（９） 「２.６杭の段落しの設定の（３）」の「継ぎ手を設けない範囲(杭頭から)」の

距離を表示しています。 

（１０） 「２.６杭の段落しの設定の（３）」の「継ぎ手を設けない範囲(カットオ

フ点から)」の距離を表示しています。  
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３.２ 総括表 

３.２.１ 応答値一覧表 

 

  

 

図３-１３ 応答値一覧表 
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３.２.２ 設計総括表 

設計総括表は、部材 DL カードごとに各解析ケースで最も厳しい値を表示します。ま

た、総括表の形式については、現状 JRSNAP にある「標準スタイル」をベースに、よ

り詳細な情報を加えた形式「カスタムスタイル」（Docu-SE 式）を追加しました。  

注意：JRSNAP 中の総括表と異なり、ここの総括表に示す「破壊形態・せん断耐力」

と「損傷レベル」の値は、必ずしもρm(1.0)とρm (1.2)による組合せとは限りません。  

 

３.２.２.１ 標準スタイル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３-１４ 標準スタイル 
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３.２.２.２ カスタムスタイル（Docu-SE 式） 

  

 

図３-１５ カスタムスタイル（Docu-SE 式） 
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３.２.３ 安全度一覧表 

 

３.２.４ 部材損傷位置図 

  

 

図３-１６ 安全度一覧表 

 
図３-１７ 部材損傷位置図 
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３.２.５ 安定照査結果表 

 

３.２.５.１ 杭基礎の場合 

  

 

図３-１８ 杭基礎の場合（１） 
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図３-１９ 杭基礎の場合（２） 



 

 
 

Docu-SE(Batch)_Ver1.1 操作説明書：第 3章 

３-２０

３.２.５.２ 直接基礎の場合 

  

 

 
図３-２０ 直接基礎の場合 
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３.３ 断面力ピックアップファイル 

断面力ピックアップファイルは、「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（３）」の入

力において、「⑨断面力ピックアップファイルの作成」にチェックが入っている解析ケ

ースの応答値のうち最大・最小の断面力を全要素について集計したテキストファイルで

す。  

 

5 10 15 20 25 30 40 50 60 70 80 90 100

フ ァ イ

ル名      

1 M 1 12 4 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

1 M 75 2 2 JTAN 0.68 0 0 -2114.71 0 0 -2022.81

1 S 1 4 9 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

1 S 75 11 2 JTAN 0.68 0 0 -502.6 0 0 -2022.81

1 N 1 4 10 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

1 N 75 9 1 JTAN 0.68 0 0 59.99 0 0 -2153.17

2 M 1 14 6 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

2 M 75 6 7 JTAN 0.68 0 0 -3849.84 0 0 -2950.75

2 S 1 6 9 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

2 S 75 16 6 JTAN 0.68 0 0 -2005.95 0 0 -3813.82

2 N 1 1 9 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

2 N 75 14 6 JTAN 0.68 0 0 428.98 0 0 -3905.42

3 M 1 2 1 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

3 M 75 1 9 JTAN 0.68 0 0 -1025.36 0 0 -864.28

3 S 1 2 9 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

3 S 75 1 9 JTAN 0.68 0 0 -1025.36 0 0 -864.28

3 N 1 1 1 ITAN 0 0 0 0 0 0 0

… … … … … … … … … … … … …

3 N 75 9 1 JTAN 0.68 0 0 -864.28 0 0 -1025.36

 

・ １行目：ピックアップを作成した本プログラム「複数検討作業処理ツール」のデ

ータ名称です。  
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・ ２行目以降  

 

入力位置 

(カラム) 

名称 内容 

1～5 ピックアップ番号

1～3  

1：復旧性 L1 地震動の応答断面力 

2：復旧性 L2 地震動の応答断面力 

3：安全性 L2 地震動の応答断面力 

6～10 着目断面力種別 

M、S、N  

M：曲げモーメントに着目した応答断面力 

S：せん断力に着目した応答断面力 

N：軸方向力に着目した応答断面力 

11～15 要素番号 全要素番号出力されます。 

16～20 
最大値の 

採用ケース番号 

最大断面力の抽出解析ケース番号で、 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（１）」
のデータ番号を示す 

21～25 
最小値の 

採用ケース番号 

最小断面力の抽出解析ケース番号で、 

「２ .２ＪＲＳＮＡＰ解析ケースの設定の（１）」
のデータ番号を示す 

26～30 着目位置名称 
I-TAN、J-TAN 

断面力の着目位置名称 

31～40 着目位置距離 断面力の着目位置距離 

41～70 最大値 最大の断面力 

41～50 曲げモーメント 

51～60 せん断力 

61～70 軸方向力 

71～100 最小値 最小の断面力 

71～80 曲げモーメント 

81～90 せん断力 

91～100 軸方向力 
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